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家畜診療日誌 

                       真庭家畜診療所 畦崎 正典  

私が、真庭家畜診療所に赴任してから１年が過ぎ

ようとしています。いつも転任の際困るのは、担当

地区の地理、農家の人、家畜の種類、病気の傾向等

を一から覚えないといけないということです。真庭

家畜診療所管内は真庭市（蒜山地区及び北房地区を

除く）、新庄村、新見市大佐地区で、週１回北部基幹

家畜診療所（津山市）より１名の応援をしてもらい

ながら、３人の獣医師で診療業務をおこなっていま

す。私の担当地区でもある旧落合町は乳牛の６割程

度がジャージー牛で占められており、いままでジャ

ージー牛の診療というものをほとんどしたことがな

い私にとっては分からないことだらけでした。ジャ

ージー牛は、体は小型で、細くて華奢な骨格をして

おり、和牛より小さい。性質は神経質ではあるが、

好奇心旺盛で人懐こい。乳牛なので基本的な治療は

変わらないものの、すぐに低Ｃａ状態となり起立不

能となると聞いていたので余計に神経をつかってし

まいました。      

4 月○日、育成牛が運動場で転倒し、起立不能に

なっているとの往診依頼。話を聞くと、12 か月齢で

後肢の骨折らしい。頭のなかでは予後不良の文字

が・・・。往診すると、左後肢中足骨骨折であった

のですが、想像以上に牛が小さく、ちょうどホルス

タイン牛の 5～6 ヶ月にしか見えませんでした。こ

れなら体重が軽い分どうにかなるかと思いギブス固

定により治療を続けた結果、骨折も治癒し、現在妊

娠中です（6 月分娩予定）。 

4 月×日、食欲不振にて往診依頼があり、往診す

ると第四胃左方変位で、早速整復手術をすることに

なりました。ジャージー牛は体型が小さく、皮膚が

薄くしなやかで、膁部も広く背が低いことをのぞけ

ば手術はしやすいと思われたのですが、皮膚縫合に

なってからどうもやりにくい。体高が低いためどう

しても中腰にならざるをえず、腰がいたくなってし

まいました。畜主さんに言わせると、椅子に座って

手術すればちょうどいいと、獣医師が皆言うとのこ

とでした。 

6 月□日、分娩翌日食欲不振とのことで往診した

ときのことですが、Ｔ38.7℃、濃厚飼料採食不振、

皮温正常、尿中ケトン体―、低Ｃａはないと診断し

治療したのですが、当日夜になってから起立不能と

なり往診したと、当日夜間当番の先生に後で聞きま

した。Ｃａ投与により起立し、食欲も回復してきた

とのことです。ジャージー牛が食欲不振となった場

合低Ｃａによるものがかなりあると感じられ、注意

が必要であると思われました。 

6 月△日、他の先生の継続診療でケトーシスを発

症した牛を見に行ったときのことですが、食欲徐々

に回復傾向にあるが、乳量がほとんど出ず、乳房の

張りも悪いとのことでした。次第に乳も出るだろう

と言って帰りましたが、後日聞いてみると、食欲回

復したが乳が出ないので肉畜出荷したとのことでし

た。ジャージー牛はホルスタイン牛にくらべ脂肪、

無脂固形分が高い反面、乳量は出ないことは知られ

ていますが、病気で乳量が著しく減尐すると、食欲

が回復しても乳量は回復しないということがよくあ

るらしく、ジャージー牛を飼うことの難しさを感じ

ました。 

現在ホルスタイン飼養農家も含め 14 戸で繁殖検

診をおこなっており、将来的には超音波診断器も導

入し、繁殖検診に活用できればと思っています。従

来おこなってきた代謝プロファイルテストとともに、

農家の経営を向上させるよう努力していきたいと思

っています。 


